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やまと景観マスタープランとは

目 的

やまと景観マスター 7.ラ ンは、

大湘‖Tの 景観づ くりを総合的、計

画的 li・Lめ るために、tt`[づ くり

の考え方、基本方針、1■ lIIの 方法

1)を 明 |,か にし、市fl、 事業者、

行政が九t観づ くりの 標を共有 し

ていくことを日的とします.

位置づけ 役 割 威

・

観

構

第 6次大和市総合計画

都市言十画マスタープラン

やまと景観マスタープラン

や まと景 l Htマ スタープランは、

市lt、 事業者、行政が出力 して景

耐!づ くりを,1め てい くための共iJ

の手づ き古 となるものです。

さ|,に 、第 6次大11市総合計画i

や都市言画マスタープランの実現

=向
けて 、景観づ くりの視点 か

ら、それらの言山を補完 してい く

重要な役割 を持 っています.

景 観 づ く り の 考 え 方

景 観 づ く り の 方 針

景 観 づ く り の ガ イ ド

景観づ くりの実現 に向 け て

ユ
尿 の ,寺 色

景観の特色

自然景観

j内 にはまだまだ水や紙の豊かな自然九t観が見 |,れ ます.市内を

南北に流れるりlL川 、It川 は、貴重な水l」
ツト間であり、川沿いに「l

力'る 農地や,□本と合わせて、お、るさと大和の原|■景を感 じさせて

くブしま」.

_tた 、まとまりある緑 I也 16つ の llt'や lft地 内に点在する|]林

地、公になど「 民に身近な緑 も、大和の性力の つとして,[要 で

す。

まちなみ景観

市内には住宅、 有業、 11業 をはじめとするli々 な JL利 |‖ 力'な さ

れていますが、さらにそれぞれの地 えて特徴を持ったまらなみ景β[

がみられます .

住宅1出 としては、林「Fl都 卜の面影をlIす緑 11かな住宅地や :地 区

山i整川!等 によって形成された住宅地がありま1が、一方で中高層住

宅の立地もlFみ 、Hl17の住宅地の景Fltに ソてきな‖型 1を 与えつつあ ,

ます.

駅Hi]は 、商業 業務施Itが集 まる地域の ll点 となる場,'「 です

が、多くは、711物 の高さやデザ インがまちまちで、広 :「物 も氾濫

し、十「 然としたイメージの景観となっています.

緑豊かな :業 l也 も見 |,れ ますが、住 :汁と在地 1卜 の多くは緑も少な

く、うるおいにク(け る景観となっています.

■ほの|十報通I各 などでは、緑 IIかでゆと ,あ る迫I各景醜も見ら,し

ますが、‖ヽ道の有業施 i,も 含めてまだまだ性力を感じる景観は少な

いよう
‐
cす。

歴史景観

j内 には月児lT等の造 lll、 矢倉沢,直 や滝山li等 の旧lii重 、1朱 見神

r[や常泉寺などの神|[任、間等、多くのF史資源が点在しています :

歴史資源の中には緑に川まれ、 ¬然と歴史が1'iり [な った鷲ら着

きや静けさを感 じる景観もあ ,ま すが、「 1(|二 あま111ら れていな

い身近なriル iも あり、保全だけでなく地域のちt ltづ くりの際に活用

を又ることも求められています.
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景観づくりの考え方

大和市の景観づくりにあたっては、第 6

次大和市総合「
「画でまちづくりのテーマと

して掲げられた「大和らしさの創|‖ Jを 前提

として、景観づくりを基本的にどう捉える

かという「基本理念Jと 、どのような景観づ

くりを進めるかという「イメージ 日標Jを

lalげ ます。

■住 まう人、訪れる人の心が

生きるまち■

まちを形づ くる建物や道路、河川や樹林

など、様々なまちの要素や風景を景観とし

て感 じとるのは、そこに住まう人であり、

訪れる人です。

また、まちの要素や風景をつ くり出し変

えていくのも、やはりこれらの人々です。

住まう人がよりよい景tHtづ くりを意lilし 、

訪れる人もそれを感 じることのできるよう

な「人々の心が生きるまちJの 倉」出を図りま

す。

景観づくりの方針

都市計画マスタープランで示す「日標とす

る空間像Jを 実現していくため、景観づ くり

を進めるフレーム (枠組 )を 明らかにしま

う。

景観づ くりは、全市的な日で見た景観づ

くり、地域の日から見た身近な場所の景観

づ くり、及び、様々な景観資源の結びつけ

方 (景観ネットヮーク)の 3つの考え方をま

とめながら、進めていく必要があります。

このため景観づ くりの方針は、河川や台

地といった、地形的、空間的な全市 レベル

のまとまりと駅から歩ける範囲やコミュニ

テイ等の地域レベルでのまとまりを単位 と

し、かつ景観ネットワークのあり方を含め

て設定 します。

出創
本́大

まちづくクのテーマ

ら し さ の

景観づくりの基本理念

住まう人(訪れ

芦
良好な生活環境の創出

景観 づ くクのイメージ ロ標

全市レベルの視点では、川沿いや台

地といった、地形的、年間的な連続性

や一体性を形づくっていく必要のある

場所を、景観朝Iと して位置づけます。

▽
る人の心が生きるまち

地域レベルの視点では、身近な生活

環境を向上させていけるようなまちづ

くりを考えていく上で、駅を中心に歩

いてまわれる程度の広がりを持った範

囲を一つのまとまりとして捉え、景観

ブーンとして設定します。

景観ネットワークは、市内に散らば

る様々な景観資源を歩行者空間で結ん

でいくことで、それぞれの景観軸や景

観ゾーンの結びつきを深めることと市

民が身近に感じている場所からの景観

づくりを進めていくものです。

氏
まちの個性の創出

(1)自 然環境と共生した景観づくり

(2)歴史と文化を活かした景観づくり   ‐

(3)緑豊かな落ち着きある住宅地の景観つくり

(4)個性と活力ある都心の景観づくり

(5)安全で市民にやさしぃ景観づくり

(6)歩行者空間を豊かにする景観づくり ‐

全市 レベルの景観 づ くり

<3つ の 景 観 軸 >
○ や ま と 景 観 軸

○引地川ふるさと景観軸

○境 川 ふ る さ と景 観 軸

地 域 レベ ル の 景 観 づ く り
く 5つ の 景 観 ゾ ー ン >
○中央林間・つきみ野景観ジーン
○ 南林 間・ 鶴 間景観 ゾー ン
○大和・相模大塚景観 ゾ=ン
○ 桜 ヶ 丘 景 観 ゾ ー ン
○ 高 座 渋 谷 景 観 ゾ ー ン

景 観 ネ ッ ト ワ ー ク

※景観資源を歩行者空間で

結んでいく



3つの景観軸
やまと景観軸

やましlt観輌Iは 、小 急江ノ島線や■lLと 11行 し〔′Lる

韓燎1■ 1各 を しヒするた和市の背‖七.:え ま1:

小 急,:ノ lt‖‖,い ては、りlを  し、Lし て、市業|と ルや

業務施「

'、

11tが ,「|し ています.ま た、卓やれ:l芭 r41、ぃに

|よ 、りl Lttt i 亡とした IJ力 、rit利 1月 11■ 1ト  ビス業牛

が集積するなと`者l・「 的な十出|が しヽこれてい1す
:

まちなみとしてのつな力ilを 考えながら、り(llコ の中に

軸 [´ 、ヽきわしい,t■ tl=|■ ■司1と した に

`わ

せヽや1舌 気

のある,卸 1● く ,■ Lめ ま1

<景観づ くりの方針>
11に ぎわいや活気と快適な都市空間をあわせ持つ景観づくり

,活用する緑、創出する緑によるうるおいのある景観づくり

,ま ちの顔にらヽさわしい駅周辺、幹線道路沿いの景観つくり

4ゆ とりと落ち着きある中高層住宅地の景観づくり

紆

引地川ふるさと景観軸

]地 | は、人¬「 rlこ 刀く‖京を|十 ち|「 |'(liを 十
「

て‖|サ ::ち こ

||(1丁 iです け句で よ、■のハII‖ を発し 1■ Jtの イヽあ

いを‖した、絆I II川 Jで は+サ 1地 を流,t‖‖
'た

I:‖せとな‐て

'ヽII.
JIL i卜 い 1 詢tl山  |に ■lL、 111に ■‖々な :地 刊ll=

な ‐́ていま|

また ―■■111を lL■ 力ilL千た
'る

|:tび )′ r、 の´ヽ、る
=と

と

し
‐〔J↓ しまブ[ ご|ヽ ま'|.

11川 ‖ヽい0)歩行者i「 ]の 11凸tヤ HiJJt■ とのつなが|を

り11し な力il, 水
=‖

を1舌 力ヽし′:´:る さとが1よ し
',オ

tる 景

(1●
'く

 |を ,Lイリま |

く景観づ くりの方針>
■水と緑の主軸としての景観づくり

,連続性や一体性のある快適な水辺の景観づくり

,ふ るさとが感じられる水辺の景観つくり

4水辺と調和 したまちなみの景観づくり

境川ふるさと景観軸

|た Iは 、 ,■つ中IJ r),境 を流れ IIt を十:て 相‖|だ

に,Iく 1嘲 |〔 ]

|り iiヽいに よ J( や劇1 1ケ ■ず
'1山

i林 人きな

"t地

0)

11なが 14ヽ Lな ,た  日,t「見が多く17 ,J JL1 1ヽ い111

格:[市 1ぼ,ら の す́るきた|し て‖:L=れ ています

11イ:1,か ら 「
tij ll`に か す〔ま Iti山  |「 亡,山  |:業 地li

・/1,1■ 々な Jし 利
'‖

力ヽ 11,れ
=す

力=:|「「11:を 1ヤ tヽに

'Iね

情t

:十:か な ‖■1■,I=な・,tt'ま リ

ト洲じ淵:〔 |ま  '(ヽ 11吏 il地√)‖‖t汗 [れ 、 | 「流部′)il

l,1と ‖‖を 変した‖:「 的な九t‖1と なってい三十
1

やおJ'山 1■ とず)trtll t`Lし なつ●, 水三十1を i古 つヽした

ら、る
=七

十■しられるちt“′[づ くりを,■めま|

く景観づ くりの方針 >
,水 と緑の主軸としての景観づくり

2連続性や一体性のある快適な水辺の景観づくり

,ら、るさとが感じられる水辺の景観づくり

4水辺と調和 したまちなみの景観づくり

‐
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い
く
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景観ゾーン
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中央林間 。つき
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3つの景観軸・5つの景観ゾーン

み野景観ゾーン         5つ の景観ゾーン

ロ
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旧
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軌
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市の北11'に あたる中りtll:「 1つ きみ野与ll t′ ―ンで よ「満tと 者「市■1卜・

訓1し た‖「1文 化相
`市

Jを テー マlt景観づく ,を 11め ま」

<景観づ くりの方針 >
1北 部拠点にふさわしいシンボル景観つくり 1中 央林間駅周辺|

,緑 を活かした落ち着きと安らきの感じられる顔づくり1つ きみ野駅周辺)

3緑の中にとけこむ住宅地の景観づくり

4緑豊かな工業地の景径見つくり

5境川沿いの自然や田園的な雰囲気を活かした景観づくり

南林間・鶴間景観ゾーン

市林出|■ 円∫∵t観 ゾーンで|よ  ~11■ と11に形
',れ

、1+が さのある街路|:

間を綱iえ たItt HJ‖ ;iJ を, ―イこ|ド「ltづ く ,を ,Lめ ます

く景観づ くりの方針 >
1緑 と歴史に彩られた路園都市の顔づくり (南 林間 鶴間駅周辺)

2路園都市にらヽさわしい住宅地の景観つくり

,市役所など公共施設を中心としたシビックゾーンの景観づくり

4縁 と歴史に配慮 した工業地の景観づくり

,歴史の森や旧街道の歴史資源を活かした景観づくり

:!ら 国|:市 :,(■ ,I Fil`1官 ■した多,1,こ 動 ■L ll■ ■■■■ ,ス オ:う 歩1:こ

,‐ ■|■ ■空間と[il■ ■■ ■●(11え て,う
=ち `,イ

メーシ

大和・相模大塚景観ゾーン

た1 ‖

`性

りく″:ち t μl'― ンて ま |||■ ■務 文化■1ヒ [11か な ‖然■

J,し tあ わせ|十つ多代11 titt H',liテ ーマ11,tイリ:● く|を 進めます

く景観づ くりの方針 >
J大和の顔にふさわしいシンボル景観づくり (大 和駅周辺)

,田 園と泉の森の緑に彩られたふるさとの顔つくり 1相 模大塚駅周辺

'3緑豊かな落ち着きの感じられる住宅地の景観づくり

1住宅との共存や緑に配慮した工業地の景観づくり

0中央の森の縁を活用 した文化 研究の拠点としての景観づくり

6境川沿いの田園を守り受け継ぐ景観づくり

,泉の森とふれあいの森の緑を守る景観づくり

桜ヶ丘景観ゾーン

ト , 11t何 1′―ンは 1多 くの|=||イ ヤヽ'公 卜Jti舌 うヽした‖ヒIL′)者F jlt

i― ぎ
=し

てitにい くりを,Lめ
=1~

く景観づ くりの方針 >
1緑 と花の都市にふさわしい顔づくり (桜 ゥ丘駅周辺)

2緑豊かな落ち着きの感じられる住宅地の景観づくり

0住宅地との共存に配慮 した工業地の景観づくり

,引 地川沿いの水辺の景観つくり

5久 田の森、日園を守り受け継ぐ景観づくり

高座渋谷景観ゾーン

II14i■ イドitFll′
‐ ンよ |「 1然 L地 11111か tt襴たし

'■

r,■ 11F I卜 1_■

テ  ーく′とし〔ちキ,11●
'( l,を

,Lノ ,1‐

'<景観づ くりの方針 >
1南部のllll点 にらヽさわしいシンボル景観つくり (高 座渋谷駅周辺)

2縁豊かな落ち着きの感じられる住宅地の景観つくり

3引地川沿いの自然や田園的な雰囲気を活かした景観つくり

4田 園景観に配慮した大規模住宅団地の景観づくり

5台地上の田園を守り受け継ぐ景観づくり

6野鳥の森や境川沿いの田園を守り受け継ぐ景観づくり

桜 ヶ丘景観ゾーン

,景観ゾーン

=■
●■ =,0■

5

~へ ~●

桜の散歩道

上■ll周 辺

l― ヶ丘iin



景観づくりのガイ ド (歩けるまち大和の景観づくり)

1.景観の魅力づけのガイ ド

i内 を歩いてまわるといろいろな景観にi巡 り会えます.人 fu市 を特徴づけるloの 景観こと

豊かな景観づ くりをl「 めましょう.

水辺の景観

樹林の景観

田園の景観

住宅地の景観

商業地の景観

く魅力度ア ′プの-1,1,

下車の燎ム|,1う 11故 1」 な林『iイ メーシを創出 |る

シンフルで圧迫感のないフェンスのテすイン

■緑があふれ ゆとりの感じら

れる景観づくりを進めよう

2安全1■ や環境との共存に配慮

しよう

0土地利用の誘導による良好な

工業地の景観づくりを進めよ

つ

く魅力度7,ブ の一例 ●

フ |シ ス 格●とのデサイレ

21き 理里|の
調和 低″    河‖..ぃ。)

に以 卜の点に配慮 しながら、1日 1■

工業地の景観

1)清 らかな水流を確保 しよう

2誰 もが親じめる水辺にしよう

●水辺に調和 したデザインとし

よう

●樹林を活かしていこう

●地域の特性にあった緑を育て

よう

0身近な緑をきめ細かく維持管

理 していこう

:〕緑豊かな道路景観づくりを進

めよう

2路上施設の安全 快適なデザ

インを考えよう

0地区の個1■ を活かした景観づ

くりを進めよう

0沿道と一体となった景観づく

りをしよう

t,周辺のまちなみに配慮 した鉄

道沿いの景観づくりを進めよう

道の景観

公園の景観

建物の景観

歴史のある景観

0貴重な田園を残 し ふるさと

大和にふさわしい景観づくり

を進めよう

●まちの景観資源として農地を

活用していこう

0農 ILと の境界部に配慮しよう

11緑豊かな公園をつくろう

●個性豊かな公園をつくろう

C利用者主体の公園づくりを進

めよう

●緑あふれる住宅地の景観づく

りを進めよう

2,落 ち着きある住宅地の景観つ

くりを進めよう

0地域ことのルール化により

住宅地の景観づくりを進めよ

つ

■)安 全でやさしい景観づくりを

進めよう

2地域の顔として公共施設を考

えよう

3建築物等は周辺との調和に配

慮 した景観づくりを進めよう

1)秩序ある商業地の景観づくり

を進めよう

2地域の特性に配慮 した景観づ

くりを進めよう

G安全でわかりやすく、快適な

歩行者空間でネットワークし

よう

0地域ごとのルール化により商

業地の景観づくりを進めよう

1,歴史資源を保全し継承 しよう

0歴史資源をネットワーク化 し

よう
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2.

8つ の駅から徒歩圏でカバーされる「歩けるまち大和Jに とっ

て、歩行者牢間を豊かな〈)の にしていくことは、市民生活の身近な

景βlづ くりと言え、それは、良女「な生活環境を形成し、大和
',し

さ

につながることとIIB待 されます。

そこで、市内に散らばる様々な景観資「・を結びつける歩行者
`1問ルー トをネ ット・7-ク 化 し、魅力ある景観づ くりを進めます.

●歩行者空間ルー トの分類

ルー トは景観ネットワークの考え方、ルー トの位置づけ、景観

資源や iイト道IL域 の特性によつて、シンボルルー ト、水i」 のルー

ト、緑のルー ト、歴史ルー トに分類し、それぞれの特性に応 じた

景tHtづ くりを進めます。

Oシ ンボルルート:大和市のネットワークの中心となる歩行者空間

0水辺のルート :境川、引地川沿いの歩行者空間

0緑のルート  :樹林地や森、公園をつなぐ歩行者空間

0歴史のルート :日街道や周辺に歴史資源のある歩行者空間

●歩行者空間ルー トの整備の視点

■安全性 機能性を確保しよう

2歩道を設けよう 歩道を広くしよう

0歩行者空間の連続性とまちなみとの調和に努めよう

|)分かりやすいサインを設置しよう

こ,市 民一人一人に配慮しよう

● ルー ト沿いの景観づくりの視点

●景観資源を活用しよう

121ル ート上の景観つくりを積極的に進めよう

0快適な歩行者空間を保ちましょう

3.色彩のガイ ド

●色の表示

色彩は、日本工業tt格 けIS Z 8721)の

三属性による色の表示方法が一般的に

用いられています。

この基本となっているものは、人面

色を■属性 (色‖ :色 合い、 月度 :月

るさ、彩度 :鮮やかさ)に よつて表示

するものです.色の表示については、

他にもありますが、ll・ 築物や橋 りょう

等はこの三属 Hiに よるJISの 人色法が

llい られています。

¬マンセル表色系の構造

i■ i

景観ネットワークのガイ ド

■景観ネ ットワークの骨格図

/     ●。

緊史の,,― ト

録の資源 1公 園 森等)

水辺の資源 1毅 水語F等 )

歴史の資源 1神社 寺等)

,`R`キ |■
'`会に El帽 |‐

その他主要な公共施設

鉄 道  駅

菫響
０
０
０
０

― ‐ ―

●建築物等の色彩について

二属性のうち、 りll支 と彩 支を llみ 合わせたものを色調 1ト ーン|と「子びます.色 il

は、色‖に/T右 されることなく、Liの濃度、 りJ晴 、強弱などによって決まります.

建築物等の色彩の調和を考える方法として、同系色 1類 ll色 |で 調和させる方法と対

比色で調¬させる方法で大きく分け

',れ

ます。それぞれ色相の調千日、 り」,■ と彩度の
・・l

湘、色J月 の1月‖を考えていくことが基本となります.

l■ 築1カ の外堂の |1嗣 色として、1財 )日 本色彩|り
「究 |サ「山d色 体系のホワイト、ライトグ

レイ、グレイ、ベール、ライトグレイ /シ ュ、グレイァシュの各 トーンに分類される

色・ lを lll奨 します.

オ「 奨色を使用する場合においても、周辺の景観との調¬に]i己 慮 して、まちなみとし

ての連i売性を重視した、適切な彩度、 りJ度 を1考 えることがせ、安です ,

明

彩

くカラー トーンによる建築物等の色調の推奨色のlll

:太線に国まれた色を推奨色とする>

,・ 例では 赤と責の色相を使用 し

てぃますか 世の色相でも同ll

な事が言えます

完全市民工0・  。ヵ    る     ヵ。     /15

―
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出典 :「色彩演出辞典J■1学習研究社
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景観づくりの実現に向けて

大和市では、景観づ くりを総合的なまちづ くりの一つとして考え、市民、事業者、行政が一体となって取

り組んでい くことを基本とします。

景観づくりについての理解を深める方法、総合的 効果的に景観づ くりを進めて行 くためのきまり、公共

事業による良好な景観づ くりの進め方、景観づ くりを進める体制を明らかにすることにより、大和らしい景

観づ くりの実現化をめざします。

□実現化方策の構成

推進方策

(1)普及・啓発をします

C表彰制度―iを 展開します
景観づくりについて    0シ ンポジウム 講演会等を開催します

の理解を深めます    0市 民参加のイベントを実施します

0)景傷1づ くりに開るまちづくり教育活動を推進します

0行政の景観意識を高めます

(1)市民主体の景観づくりを支援します

(D市 1(J体等を支援します

0地区ことの景観づくりを支援します

(1'li民の意見を反映します

(2)保全・活用に対 して支援 します

蜃[]理 :遭振T撃  (3)乙 I響[『]i阜RI[i雪
:暫学

して支l‐ します

●建築物等の景観づくりを誘導します

(4)既存制度を活用 します

●都市計画‖1度 を活用します

0その他各種法令に基づく制1度 を活用します

●任意の協定等を活用します

(1)安全で快適な道づくりを進めます

景観に配慮 した公  (2)親 しめる水辺づくりを進めます

共事業を進めます  (3)都 市にうるおいを与える緑づくりを進めます

(4)地域で親 しまれる建物づくりを進めます

推進体制等

景観づくりの体制  (1)市 民 事業者 イテ政の役害J

を明らかにします  (2)行政の推進体制 の充実
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